
(57)【要約】

【課題】この発明は、保守交換を含む製作の簡略化を実

現したうえで、輸送や保管管理を含む取扱い性の向上を

実現し得、且つ、使用形態の多様化を図り得るようにす

ることにある。

【解決手段】ワイヤー部材２０の一端部に固定部２１を

設けて、この固定部２１に対応して弾性変形可能なブラ

シ部２３を設け、その固定部２１に対して湾曲部１２に

挿通されたＬＧバンドル１５の口金１６を装着して、ワ

イヤー部材２０のブラシ部２３を内視鏡可撓管１３内に

挿通させ、ワイヤー部材２０と内視鏡可撓管１３との相

互間を直線移動させてブラシ部２３で内視鏡可撓管１３

内のガイド管１８の振分け修正を行うように構成した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 挿 入 部 を 構 成 す る 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 挿 通 さ れ る ワ イ ヤ ー 部 材 と 、
　 前 記 ワ イ ヤ ー 部 材 の 一 端 に 設 け ら れ 、 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 に 設 け ら れ る ラ イ ト ガ イ ド の 口
金 が 着 脱 さ れ る 固 定 部 と 、
　 前 記 ワ イ ヤ ー 部 材 の 中 間 部 に 設 け ら れ 、 該 ワ イ ヤ ー 部 材 と 内 視 鏡 可 撓 管 と の 相 互 間 の 直
線 移 動 に 連 動 し て 前 記 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 管 軸 方 向 に 収 容 さ れ た ガ イ ド 管 を 振 分 け 修 正 す る
ブ ラ シ 部 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 可 撓 管 内 振 分 け 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ブ ラ シ 部 は 、 ナ イ ロ ン 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 の コ
イ ル 振 分 け 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 前 記 ワ イ ヤ ー 部 材 は 、 高 弾 発 素 材 で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 又 は ２ 記 載 の 内
視 鏡 可 撓 管 内 振 分 け 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ワ イ ヤ ー 部 材 の 他 端 に は 、 回 転 防 止 ブ ロ ッ ク 取 付 け 部 が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 内 振 分 け 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ブ ラ シ 部 は 、 前 記 ワ イ ヤ ー 部 材 を 中 心 と し て 放 射 状 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 内 振 分 け 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 生 体 臓 器 等 の 内 部 を 観 察 し た り 、 術 部 の 処 置 に 供 さ れ る 内 視 鏡 の 挿
入 部 に 係 り 、 特 に そ の 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 収 容 さ れ る ガ イ ド 管 を 振 分 け 修 正 す る に 用 い ら れ
る 内 視 鏡 可 撓 管 内 振 分 け 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 内 視 鏡 の 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 は 、 対 物 レ ン ズ 等 の 配 さ れ る 先 端 部 が 、 湾
曲 部 の 先 端 に 設 け ら れ 、 こ の 湾 曲 部 の 基 端 に 内 視 鏡 可 撓 管 が 接 続 さ れ て 構 成 さ れ る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 挿 入 部 は 、 そ の 先 端 部 に イ メ ー ジ ガ イ ド （ Ｉ Ｇ ） バ ン ド ル 及 び ラ イ ト ガ イ ド
（ Ｌ Ｇ ） バ ン ド ル の 一 端 部 が 接 続 さ れ 、 こ の Ｉ Ｇ バ ン ド ル 及 び Ｌ Ｇ バ ン ド ル の 後 方 側 の 他
端 部 は 、 上 記 湾 曲 部 に 挿 通 さ れ て 一 ま と め さ れ て 上 記 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 挿 通 さ れ る 。 こ の
う ち Ｌ Ｇ バ ン ド ル は 、 さ ら に 延 出 さ れ て 、 そ の 端 部 に 、 例 え ば 雄 螺 子 の 形 成 さ れ た 口 金 が
設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 内 視 鏡 可 撓 管 に は 、 複 数 の ガ イ ド 管 が 収 容 配 置 さ れ 、 こ の ガ イ ド 管 に は 、 上 記 湾 曲
部 内 に 配 さ れ る 周 知 の 湾 曲 駒 に 連 結 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ ー が 挿 通 さ れ る 。 こ の 操 作 ワ イ ヤ ー
の 基 端 は 、 手 元 側 に 配 さ れ る 操 作 部 に 操 作 可 能 に 取 付 け ら れ 、 こ の 操 作 部 の 操 作 に よ り 、
出 入 り さ せ て 湾 曲 駒 を 可 動 さ せ 、 湾 曲 部 を 湾 曲 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 湾 曲 部 に 連 結 さ れ る 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 配 さ れ る 複 数 の ガ イ ド 管 は 、 そ の
端 部 が 口 金 を 介 し て 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 固 着 さ れ た 状 態 で 、 操 作 部 方 向 の 元 側 に 延 出 さ れ て
収 容 配 置 さ れ る 。 こ の た め 、 複 数 の ガ イ ド 管 は 、 内 視 鏡 可 撓 管 内 に お い て 、 そ の 中 間 部 が
交 差 し た 状 態 で 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 複 数 の ガ イ ド 管 は 、 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 先 端 部 か ら 延 出 さ れ て 湾 曲 部 に 挿 通 さ れ
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た Ｉ Ｇ バ ン ド ル 及 び Ｌ Ｇ バ ン ド ル を 挿 通 さ せ る 組 立 て 時 、 周 壁 に 複 数 の ガ イ ド 管 案 内 溝 を
所 定 の 間 隔 に 設 け た ス テ ン レ ス 等 の 金 属 材 料 製 の 振 分 け 具 を 用 い て 内 視 鏡 可 撓 管 内 の 所 望
の 位 置 に 規 律 的 に 振 り 分 け 修 正 す る 方 法 が 採 ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ４ ８ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 ガ イ ド 管 振 分 け 手 段 で は 、 周 壁 に 複 数 の ガ イ ド 管 案 内 溝 を 所 定 の 間
隔 に 設 け た 振 分 け 具 を 用 い る 構 成 上 、 振 分 け 具 の 製 作 に 削 り 出 し 加 工 が 必 要 と な る こ と で
、 そ の 製 作 が 非 常 に 面 倒 で あ る と 共 に 、 複 数 の ガ イ ド 管 の 配 置 構 成 に 応 じ た 複 数 の 振 分 け
具 を 用 意 し な け れ ば な ら な い こ と で 、 そ の 輸 送 や 保 管 管 理 が 煩 雑 と な る と い う 不 都 合 を 有
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 保 守 交 換 を 含 む 製 作 の 簡 略 化 を 実 現 し
た う え で 、 輸 送 や 保 管 管 理 を 含 む 取 扱 い 性 の 向 上 を 実 現 し 得 、 且 つ 、 使 用 形 態 の 多 様 化 を
図 り 得 る よ う に し た 内 視 鏡 可 撓 管 内 振 分 け 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 挿 入 部 を 構 成 す る 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 挿 通 さ れ る ワ イ ヤ ー 部 材 と 、 前
記 ワ イ ヤ ー 部 材 の 一 端 に 設 け ら れ 、 前 記 内 視 鏡 挿 入 部 に 設 け ら れ る ラ イ ト ガ イ ド の 口 金 が
着 脱 さ れ る 固 定 部 と 、 前 記 ワ イ ヤ ー 部 材 の 中 間 部 に 設 け ら れ 、 該 ワ イ ヤ ー 部 材 と 内 視 鏡 可
撓 管 と の 相 互 間 の 直 線 移 動 に 連 動 し て 前 記 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 管 軸 方 向 に 収 容 さ れ た ガ イ ド
管 を 振 分 け 修 正 す る ブ ラ シ 部 と を 備 え て 内 視 鏡 可 撓 管 内 振 分 け 装 置 を 構 成 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 固 定 部 に 内 視 鏡 挿 入 部 の ラ イ ト ガ イ ド の 口 金 を 装 着 し た 状 態 で 、 ワ
イ ヤ ー 部 材 の 他 端 を 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 挿 通 さ せ る と 共 に 、 ブ ラ シ 部 を 挿 入 し 、 ワ イ ヤ ー 部
材 と 内 視 鏡 可 撓 管 と の 相 互 間 を 直 線 移 動 さ せ る 。 こ こ で 、 ブ ラ シ 部 は 、 相 互 間 の 直 線 移 動
の 際 に 、 ガ イ ド 管 を 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 規 律 的 に 振 分 け 修 正 す る と 共 に 、 そ の 固 定 部 に 取 付
け ら れ た ラ イ ト ガ イ ド の 口 金 が 同 方 向 に 直 線 移 動 さ れ て 、 内 視 鏡 可 撓 管 内 の 所 望 の 位 置 に
挿 通 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 内 視 鏡 可 撓 管 内 に お け る ガ イ ド 管 の 振 分 け 修 正 を 、 柔 軟 性 の あ る ワ イ ヤ ー 部 材
に 配 し た 弾 性 変 形 可 能 な ブ ラ シ 部 に よ り 行 わ れ る こ と で 、 ガ イ ド 管 の 配 置 構 成 の 変 更 を 含
む 使 用 形 態 の 多 様 化 が 図 れ る と 共 に 、 そ の 輸 送 や 保 管 管 理 を 含 む 取 扱 い 性 の 向 上 を 図 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 こ れ に よ れ ば 、 ワ イ ヤ ー 部 材 に ブ ラ シ 部 及 び 固 定 部 を 設 け る だ け の 簡 単 な 構 成 で
、 内 視 鏡 可 撓 管 内 に お け る ガ イ ド 管 の 振 分 け 修 正 が 可 能 と な る こ と で 、 そ の 保 守 交 換 を 含
む 製 作 の 簡 略 化 も 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 保 守 交 換 を 含 む 製 作 の 簡 略 化 を 実 現 し た う え で
、 輸 送 や 保 管 管 理 を 含 む 取 扱 い 性 の 向 上 を 実 現 し 得 、 且 つ 、 使 用 形 態 の 多 様 化 を 図 り 得 る
よ う に し た 内 視 鏡 可 撓 管 内 振 分 け 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 可 撓 管 内 振 分 け 装 置 を 示 す も の で 、 内 視
鏡 挿 入 部 １ ０ は 、 対 物 レ ン ズ 等 の 配 さ れ る 先 端 部 １ １ 、 図 示 し な い 湾 曲 駒 の 配 さ れ る 湾 曲

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-288474 A 2006.10.26



部 １ ２ 、 及 び 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ が 連 設 さ れ て 形 成 さ れ る 。 こ の う ち 先 端 部 １ １ に は 、 Ｉ Ｇ
バ ン ド ル １ ４ 及 び Ｌ Ｇ バ ン ド ル １ ５ が 接 続 さ れ る 。 こ の Ｉ Ｇ バ ン ド ル １ ４ 及 び Ｌ Ｇ バ ン ド
ル １ ５ は 、 上 記 湾 曲 部 １ ２ に 挿 通 さ れ た 後 、 一 ま と め に ま と め ら れ 、 さ ら に 、 Ｌ Ｇ バ ン ド
１ ５ の み が 後 方 （ 手 元 側 ） に 延 出 さ れ て 、 そ の 先 端 に ネ ジ 部 １ ６ １ の 形 成 さ れ た 口 金 １ ６
が 取 付 け ら れ る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 湾 曲 部 １ ２ の 湾 曲 駒 （ 図 示 せ ず ） に は 、 複 数 の 操 作 ワ イ ヤ ー １ ７ の 一 端 部 が
連 結 さ れ 、 こ の 複 数 の 操 作 ワ イ ヤ ー １ ７ の 他 端 部 は 、 上 記 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 に 挿 通 さ れ
て 後 方 （ 手 元 側 ） に 引 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 に は 、 例 え ば 複 数 の 口 金 １ ３ １ が 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 有 し て
設 け ら れ （ 図 ３ 参 照 ） 、 こ の 口 金 １ ３ １ に は 、 フ レ キ シ ブ ル 性 を 有 し た コ イ ル 状 の ガ イ ド
管 １ ８ の 一 端 部 が 取 付 け ら れ る 。 そ し て 、 こ の ガ イ ド 管 １ ８ に は 、 上 記 湾 曲 部 １ ２ か ら 延
出 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ ー １ ７ が 挿 通 さ れ て 、 こ の 操 作 ワ イ ヤ ー １ ７ が 手 元 側 に 配 し た 図 示 し
な い 操 作 部 に 操 作 可 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 上 記 ガ イ ド 管 １ ８ は 、 そ の 一 端 が 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ の 口 金 １ ３ １ に 支 持 さ れ た
状 態 で 該 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 に 挿 通 さ れ る こ と で 、 そ の 中 間 部 が 、 材 質 上 、 内 視 鏡 可 撓 管
１ ３ 内 に お い て 交 差 し た り 、 不 規 律 な 状 態 で 収 容 さ れ る 。 そ こ で 、 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ は 、
上 記 Ｉ Ｇ バ ン ド ル １ ４ 及 び Ｌ Ｇ バ ン ド ル １ ５ を 挿 通 さ せ て 上 記 湾 曲 部 １ ２ に 連 結 さ せ る 際
に 、 ガ イ ド 管 １ ８ が 管 路 内 に 規 律 的 に 振 分 け て 修 正 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 即 ち 、 こ の ガ イ ド 管 １ ８ の 振 分 け 修 正 は 、 振 分 け 誘 導 部 と し て 、 ワ イ ヤ ー で あ る ワ イ ヤ
ー 部 材 ２ ０ が 用 い ら れ 、 こ の ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ が 上 記 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 に 挿 通 さ れ る 。
こ の ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ は 、 高 弾 発 素 材 、 例 え ば Ｎ ｉ ― Ｔ ｉ 等 の 形 状 記 憶 合 金 で 線 状 に 形 成
さ れ て 巻 取 り 伸 張 可 能 に 形 成 さ れ 、 そ の 一 端 部 に 取 付 け 具 で あ る ネ ジ 孔 ２ １ １ の 形 成 さ れ
た 固 定 部 ２ １ が 設 け ら れ る 。 こ の 固 定 部 ２ １ は 、 そ の ネ ジ 孔 ２ １ １ に 対 し て 上 記 Ｌ Ｇ バ ン
ド ル １ ５ の 口 金 １ ６ の ネ ジ 部 １ ６ １ が 螺 合 さ れ る こ と で 、 該 Ｌ Ｇ バ ン ド ル １ ５ に 取 付 け ら
れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 上 記 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ に は 、 そ の 他 端 部 に 、 例 え ば 図 示 し な い 回 転 防 止 ブ ロ ッ ク
に 取 付 け ら れ る ブ ロ ッ ク 取 付 け 部 ２ ２ が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 こ の ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ の 中
間 部 、 例 え ば 一 端 部 に お け る 固 定 部 ２ １ の 近 傍 に は 、 弾 性 変 形 可 能 な 例 え ば ナ イ ロ ン 製 の
ブ ラ シ を 取 付 け た 振 分 け 用 ブ ラ シ 部 ２ ３ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ブ ラ シ 部 ２ ３ は 、 弾 性 変 形 可 能 に 形 成 さ れ 、 上 記 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 に 挿 入 さ れ る と 、
そ の 弾 性 力 に 抗 し て 該 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 の 口 金 １ ３ １ に 取 付 け ら れ た ガ イ ド 管 １ ８ の 外
周 壁 に 沿 う よ う に 弾 性 変 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 先 端 部 に 湾 曲 部 １ ２ の 一 端 部 を 先 端 部 １ １ に 連 結 さ せ た 状 態 で 、 Ｌ
Ｇ バ ン ド ル １ ５ の 口 金 １ ６ の ネ ジ 部 １ ６ １ を ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ の 固 定 部 ２ １ の ネ ジ 孔 ２ １
１ に 螺 合 さ せ て 取 付 け て 、 該 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ の 他 端 部 を 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 に 挿 通 さ せ
る 。 こ こ で 、 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ は 、 ブ ラ シ 部 ２ ３ が 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 に 挿 入 さ れ る と 、
そ の 弾 性 力 に 抗 し て 口 金 １ ３ １ に 装 着 さ れ た ガ イ ド 管 １ ８ の 外 周 部 に な ら う よ う に 弾 性 変
形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ３ は 、 そ の 他 端 部 の ブ ロ ッ ク 取 付 け 部 ２ ２ が 、 上 記 回 転 防 止 ブ
ロ ッ ク （ 図 示 せ ず ） に 取 付 け ら れ て 回 転 位 置 規 制 が 行 わ れ た 状 態 に 配 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ が 、 上 記 回 転 防 止 ブ ロ ッ ク （ 図 示 せ ず ） に よ り 回 転 位 置 規 制 さ
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れ た 状 態 で 、 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ を 、 湾 曲 部 １ ２ に 連 結 さ せ る よ う に 湾 曲 部 方 向 に 移 動 さ せ
る こ と で 、 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ と 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ の 相 互 間 が 直 線 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 す る と 、 ブ ラ シ 部 ２ ３ は 、 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ と ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ の 相 互 間 の 直 線 移 動 に
よ り 、 該 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 の ガ イ ド 管 １ ８ の 外 周 壁 に 沿 っ て 摺 動 さ れ 、 ガ イ ド 管 １ ８ を
略 直 線 状 に 規 律 的 に 振 分 け 修 正 し て Ｉ Ｇ バ ン ド ル １ ４ 及 び Ｌ Ｇ バ ン ド ル １ ５ の 収 容 空 間 を
形 成 す る 。 こ の 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ と ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ と の 相 互 間 の 直 線 移 動 に よ り 、 固 定
部 ２ １ は 、 Ｉ Ｇ バ ン ド ル １ ４ 及 び Ｌ Ｇ バ ン ド ル １ ５ を 、 ブ ラ シ 部 ２ ３ で 略 直 線 状 に 規 律 的
に 振 分 け ら れ た ガ イ ド 管 １ ８ の 略 中 央 部 の 収 容 空 間 を 通 し て 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 に 挿 通 さ
せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 上 記 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 の ガ イ ド 管 １ ８ に は 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ ー １ ７ が そ れ ぞ
れ 挿 通 さ れ 、 先 端 部 １ １ 、 湾 曲 部 １ ２ 及 び 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ を 連 設 し た 内 視 鏡 挿 入 部 １ ０
の 組 立 て が 完 了 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 上 記 内 視 鏡 可 撓 管 内 振 分 け 装 置 は 、 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ の 一 端 部 に 固 定 部 ２
１ を 設 け て 、 こ の 固 定 部 ２ １ に 対 応 し て 弾 性 変 形 可 能 な ブ ラ シ 部 ２ ３ を 設 け 、 そ の 固 定 部
２ １ に 対 し て 湾 曲 部 １ ２ に 挿 通 さ れ た Ｌ Ｇ バ ン ド ル １ ５ の 口 金 １ ６ を 装 着 し て 、 ワ イ ヤ ー
部 材 ２ ０ の ブ ラ シ 部 ２ ３ を 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 に 挿 通 さ せ 、 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ と 内 視 鏡 可
撓 管 １ ３ と の 相 互 間 を 直 線 移 動 さ せ て ブ ラ シ 部 ２ ３ で 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 の ガ イ ド 管 １ ８
の 振 分 け 修 正 を 行 う よ う に 構 成 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 に お け る ガ イ ド 管 １ ８ の 振 分 け 修 正 を 、 高 弾 発 性 の
ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ に 配 し た 弾 性 変 形 可 能 な ブ ラ シ 部 ２ ３ に よ り 行 わ れ る こ と で 、 ガ イ ド 管
１ ８ の 配 置 構 成 の 異 な る 内 視 鏡 挿 入 部 構 造 に お い て も 使 用 す る こ と が 可 能 と な る こ と で 、
使 用 形 態 の 多 様 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 輸 送 や 保 管 時 に お い て は ， そ の ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ を 持 ち 運 び に 適 し た 形 状 に 丸 め
た り す る こ と で 、 そ の 損 傷 の 防 止 が 図 れ て 、 容 易 な 輸 送 及 び 保 管 を 実 現 す る こ と が で き る
た め 、 簡 便 に し て 容 易 な 取 扱 い を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 こ れ に よ れ ば 、 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ に ブ ラ シ 部 ２ ３ 及 び 固 定 部 ２ １ を 設 け る だ け の
簡 単 な 構 成 で 、 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ 内 に お け る ガ イ ド 管 １ ８ を 規 律 的 に 振 分 け 修 正 す る こ と
が 可 能 と な る う え 、 消 耗 部 品 と し て ブ ラ シ 部 ２ ３ を 備 え る だ け で 済 む た め 、 そ の 保 守 交 換
を 含 む 製 作 の 簡 略 化 も 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ の 他 端 部 に ブ ロ ッ ク 取 付 け 部 ２ ２ を 設 け
て 、 こ の ブ ロ ッ ク 取 付 け 部 ２ ２ に 上 記 回 転 防 止 ブ ロ ッ ク （ 図 示 せ ず ） を 取 付 け て ワ イ ヤ ー
部 材 ２ ０ を 回 転 位 置 規 制 す る よ う に 構 成 し た 場 合 で 説 明 し た が 、 こ の 構 成 に 限 る こ と な く
、 構 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ を 回 転 位 置 規 制 し て 、 該 ワ イ ヤ ー 部 材 ２
０ に 対 し て 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ を 直 線 移 動 さ せ て ガ イ ド 管 １ ８ の 振 分 け 修 正 を 行 う よ う に 構
成 し た 場 合 で 説 明 し た が 、 こ れ に 限 る こ と な く 、 ワ イ ヤ ー 部 材 ２ ０ を 内 視 鏡 可 撓 管 １ ３ に
対 し て 直 線 移 動 さ せ る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 Ｌ Ｇ バ ン ド ル １ ５ の 口 金 １ ６ に 対 し て 固 定 部 ２ １ を ネ ジ
構 造 で 連 結 す る よ う に 構 成 し た 場 合 で 説 明 し た が 、 こ れ に 限 る こ と な く 、 各 種 の 連 結 構 造
を 構 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 よ っ て 、 こ の 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 る こ と な く 、 そ の 他 、 実 施 段 階 で は そ の 要 旨
を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 形 を 実 施 し 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 に
は 、 種 々 の 段 階 の 発 明 が 含 ま れ て お り 、 開 示 さ れ る 複 数 の 構 成 要 件 に お け る 適 宜 な 組 合 せ
に よ り 種 々 の 発 明 が 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 例 え ば 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 件 か ら 幾 つ か の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ て も 、 発 明 が 解
決 し よ う と す る 課 題 の 欄 で 述 べ た 課 題 が 解 決 で き 、 発 明 の 効 果 で 述 べ ら れ て い る 効 果 が 得
ら れ る 場 合 に は 、 こ の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ た 構 成 が 発 明 と し て 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 は 、 上 記 各 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 次 の よ う な 構 成 を 得 る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 （ 付 記 １ ）
　 内 視 鏡 可 撓 管 内 に 挿 入 す る ワ イ ヤ ー と 、
　 前 記 ワ イ ヤ ー の 一 端 に 設 け た ラ イ ト ガ イ ド の 口 金 を 取 付 け る 取 付 け 具 と 、
　 前 記 取 付 け 具 の 他 端 側 に 設 け た ブ ラ シ と か ら な る 内 視 鏡 可 撓 管 コ イ ル 振 分 け 装 置 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 （ 付 記 ２ ）
　 前 記 ブ ラ シ は 、 ナ イ ロ ン 製 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 コ イ ル 振
分 け 装 置 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 （ 付 記 ３ ）
　 前 記 ワ イ ヤ ー は 、 高 弾 発 素 材 （ Ｎ ｉ ― Ｔ ｉ ） で 形 成 し 、 柔 軟 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 付 記 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 可 撓 管 コ イ ル 振 分 け 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 可 撓 管 内 振 分 け 装 置 の 構 成 を 示 し た 分 解 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 要 部 を 取 出 し て 示 し た 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の ガ イ ド 管 振 分 け 修 正 状 態 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ ０ … 内 視 鏡 挿 入 部 、 １ １ … 先 端 部 、 １ ２ … 湾 曲 部 、 １ ３ … 内 視 鏡 可 撓 管 、 １ ３ １ … 口
金 、 １ ４ … Ｉ Ｇ バ ン ド ル 、 １ ５ … Ｌ Ｇ バ ン ド ル 、 １ ６ … 口 金 、 １ ６ １ … ネ ジ 部 、 １ ７ … 操
作 ワ イ ヤ ー 、 １ ８ … ガ イ ド 管 、 ２ ０ … ワ イ ヤ ー 部 材 、 ２ １ … 固 定 部 、 ２ １ １ … ネ ジ 孔 、 ２
２ … ブ ロ ッ ク 取 付 け 部 、 ２ ３ … ブ ラ シ 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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